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第１８０号 
2018年 6月 

友の会は、横浜自然観察の森を中心として、身近な自然とふれあい、  

自然を愛し、自然に学び、自然を守り、育て、自然を愛する人々を   

育てようということを目的としています。  

 

●写真展「森の生きものたち」●
 

 

 毎年秋に、「定点カメラで動物調査」の活動で撮影された森の生きものたちの写真展を開催していま

すが、今年は友の会３０周年を記念して、夏から秋まで開催いたします。また、２００８年に調査を

開始して１０年経ちましたので、１０年間の調査結果のまとめ（１０年で何が増えた？などなど）に

ついても展示の予定です。 

 是非ゴロスケ館に見に来てください。 

 

 写真展「森の生きものたち」 ゴロスケ館にて 

 ７／１５（日）～１１／９（金）まで 

                                担当：定点カメラで動物調査 

日 時：６月３０日（土）１０：００～１２：００（雨天中止） 

集 合：駐車場 

対 象：上記駐車場を利用されているＰＪメンバー 並びに会員有志 

服 装：帽子、長袖、長ズボン 

持ち物：飲み物  （鎌等道具類はＺＦＣで準備） 

担当：雑木林ファンクラブ 

●駐車場の草刈り （園内作業用駐車場）●
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●５月定例会報告●
 

 

日 時  ２０１８年５月２０日（日） ９：００～１１：２０ 

出席者 青木、秋元、大浦、落合（司会）、小島、片岡、関根（書記）、高橋、中里、西山、星隈、 

    半田、村松、山口、山路、吉田、渡部、掛下Ｒ、尾崎Ｒ 

 

議 題 

１ 友の会の３月中旬から５月中旬の行事報告、プロジェクト報告をしました。いずれも年間計画通

りの行事を実施しました。 

※４月２１日の「森を守るボランティア体験」（自然と遊ぼう担当）は申込者が０でしたので、

ゴロ報発送は２０日に行いました。 

 

２ ８月上旬までの友の会行事予定を確認しました。 

※定点カメラで動物調査の写真展「森の生き物たち」の日程を以下のように変更します。 

     ８月１２日⇒７月１５日～１１月９日 

※６月２日（土）１３：３０から「安全講習会」が実施されます。多くの会員の方の参加をお

願いします。（ゴロ報４月号をご覧ください） 

※７月の定例会・理事会の日程は前期利用推進会議の関係から変更されました。 

     ７月１５日（日）⇒７月１６日（月・祝） 

 

３ ごろすけ館利用予定を確認しました。 

 

４ 事務局より 

・前期利用推進会議（７月１６日）での友の会からの要望について。 

     行事参加者の飲料水確保の件 

・広報よこはま栄区版への、友の会行事の掲載について。 

・今年度のＰＪの名簿を作成します。 

 

５ 新メンバーの紹介 

１名がハンミョウの会へ加わりました。 

 

６ センターより 

・フォローアップの会の日程が決まりました。 

・市役所の担当職員が、一部変更になりました。 

・ボランティアのお願い（「ゲンちゃんヘイちゃんの紙芝居劇場」） 

詳しくはセンター便りのページをご覧ください。  

 

＜次回の定例会＞ 

７月１６日（月・祝）９：００～ センター研修室 

定例会は会員どなたでも出席できます。 

●森を守るボランティア体験（４月） 報告●
 

 

４月１５日（日）は申込み０人で雨天でもあり中止しました。 
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日 時 ２０１８年５月２０日 １１：３０～１２：２５ 

出席者 青木、秋元、大浦、落合、小島、志釜、関根、中里、西山、村松、山口、吉田、掛下Ｒ、 

    尾崎Ｒ（欠席：漆原、中塚） 

 

議 題 

１ 役員・担当理事互選（総会時に報告済） 

   会長・編集     山口 

   副会長       大浦、落合 

   会計        青木 

   事務局長      中里 

   会員交流行事    吉田 

   会員名簿管理    漆原 

   ネットワーク    秋元 

   書記・ホームページ 関根 

   安全管理      中塚 

 

２ 年間スケジュール 

   ７／１６・９／１６ ３０周年準備 

   １１／１８ 中間報告・次年度方針 

   １／２０ 次年度事業計画 

   ３／１７ 総会準備ほか 

 

３ 長期目標＆３０周年準備 

  ①イベント：「親子☆森のミニたたら体験」の状況報告と「同、たたら製鉄見学」の方針を確認し

ました。 

  ②記録誌：紙面構成とスケジュール概要を確認しました。 

 

４ 利用推進会議（７／１６） 

  ・予定議題（報告・計画、その他：行事参加者等の安全確保について）を確認しました。 

 

５ 安全管理 

  ・安全管理講習（６／２）参加呼びかけ、事故等報告なし。 

 

６ その他 

  ・会員アンケート結果の活用について方法確認。 

 

＜次回理事会＞ 

日時 ７月１６日（月・祝）【利用推進会議に合わせ日曜から変更】１１：００～１２：３０ 

場所 自然観察センター研修室 

議題 ３０周年準備ほか（イベント・記録誌・記念品の各部会報告・検討） 

●５月理事会報告●
 

 



- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 突然ですが、カメムシと聞いて、どんなことを思いますか？ 

 「せんたく物にくっつく丸いヤツ」「くさいから嫌い！」これよく聞きます。田畑や果樹園

で作物を作っている方にとっては「害虫」「天敵」でしょうか。 

 一口にカメムシといってもその種類、大きさ、色、姿かたちは様々です。丸っこいの、長

細いの、平べったいの、ツルツル、トゲトゲ、角があるの、目の大きいの、口が太いの、な

どなど。また卵で生まれて大人になるまで 4~5 回脱皮をして脱皮のたびに違う模様・色・形

になっています。ややこしい虫ですね。 

 観察の森にもたくさんの種類のカメムシがすんでいます。見つけるのも見分けるのもちょ

っと難しいけれど、気が付くと葉っぱの上にチョコンといたりします。森で出会えたらラッ

キーなカメムシを二つほど紹介。ひとつ目は、緑色にピンクの模様の入ったメタリックなや

つ、森の宝石アカスジキンカメムシ。こんなのが身近にいるなんてってびっくりしますよ。

これの脱皮前は丸っこくって黒に白模様でパンダみたいです。ふたつ目は背中にハートマー

クを付けたオシャレなやつ「ハートカメムシ」とも呼ばれるエサキモンキツノカメムシ。葉

っぱに産み付けられた卵をオスが隠すようにじっとして子供たちが出てくるまでずーっと守

り続けているんです。すごいですよね。 

 カメムシといえば気になるのがニオイ問題ですが、胸にある臭腺から出るものでオナラで

はありません。仲間との交信だったり、敵への警告だったりと目的があるのです。以前、あ

る種１匹をフィルムケースに入れよく振って嗅いでみるという過激な実験を行い、そのニオ

イを身をもって体験したことがあります。確かに例えようがなく超強烈でした。でも普通は

観察で触ったからといってやられたことはありません。森のメンバーにはチョコチップと間

違えて口に入れた「シビレ」経験の持ち主もいます。鳥なども同じことをして吐き出し二度

と食べない誓いを立てるんだと思います。 

 つい先日森の散策中、葉っぱの上に例のパンダみたいなやつを１匹見つけました。通りか

かった小学生の子たちに見せると「カワイイ～～」。やったー！先入観がないとカメムシもか

わいいになるのです。とりあえず見に来てもらえばこのわくわく感が伝わると思うのですが、

もしよかったらセンターの図書コーナーにあるカメムシ図鑑を見てみてください。きっとカ

メムシ観が変わりますよ。 

Mu 

森のこぼれ話 

ふむふむ 
カメムシに出会う 
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●鳥のくらし発見隊 活動報告●

 
 

 ２０００年にスタートした「鳥のくらし発見隊」も１９年目をむかえました。「みんなでバードウォ

ッチング」は毎月第２日曜日９：００から実施しています。スタート当初は年間の参加者１００名に

満たない数でしたが、昨年度は１年間の参加者が４８５名になりました。見聞きした野鳥の数も６０

種類を数えました。スタッフも初め３名だったのが、現在２２名になりました。 

 朝８：４５からの受付、双眼鏡・図鑑の貸し出し、グループのリーダー、スコープの担当、連絡係

などの役割を分担しています。 

 参加者は常連の方が多いのですが、初めての方も２割ほどいらっしゃいます。そこで、初心者グル

ープをつくり、双眼鏡の使い方や鳥の見つけ方など基本的な事柄を中心に解説をしています。 

 

５月１３日の「みんなでバードウォッチング」で見聞きした野鳥 

 キジバト、ホトトギス、トビ、コゲラ、アオゲラ、ハシボソガラス、ハシブトガラス 

 ヤマガラ、シジュウカラ、ツバメ、ヒヨドリ、ウグイス、ヤブサメ、エナガ 

 センダイムシクイ、メジロ、ムクドリ、スズメ、ハクセキレイ、ホオジロ 

 コジュケイ、ガビチョウ 

 

 会員の皆さんも、ぜひ第２日曜日の「みんなでバードウォッチング」に参加してみませんか。 

①  応募者：４組１２名。３組親子、子供６名 

②  募集告知期間・媒体：４月初め～４／３０。チラシ（センター内・森の家・図書館等行政機関ほ

か）・友の会ＨＰ・同ブログ・観察の森ＨＰ（リンク）ほか 

③  応募のきっかけ：チラシ（図書館・森の家）。友の会ＨＰ。長倉町入口掲示板 

④  オリエンテーション＜５月１３日（日）１３：３０～１５：００。雨。センター研修室＞ 

   ・参加者：４組１１名。友の会８名 

   ・内容：観察の森・友の会紹介、イベント概要説明、砂鉄収集室内実習（雨天のため） 

⑤  追加募集を後日展開 

●３０周年記念イベント「親子☆森のミニたたら体験」について●
 

 

日時：５月１９日土曜日 ９：００～１４：００ 

天候：曇りのち晴れ 

体験参加人数：３人／男大人１、男大人１＋男子供１ 

 

炭焼き体験概要： 

・９：１５、神事に引き続き、火入れを行い、体験者に火起こし、煙道温度記録を経験して貰いま

した。 

・１１：３０ぐらいからは、炭焼きも安定期となりましたので、竹細工、木製ホルン吹き、原始的

な火起こし体験、コースターつくりのイベントを体験して貰いました。 

・お子さんが、最後まで「火起こし」にチャレンジしていたのが印象的でした。 

アンケート結果： 

・今日の体験は？／満足という評価でした。 

・今日楽しかったことは？／すべてのイベントが楽しかった、という評価もありました。 

担当：雑木林ファンクラブ 

●森の作業体験「炭焼き」 報告●
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  横浜自然観察の森・自然観察センターだより                201８年  ６月号   

 
【報告】第１回 保全管理フォローアップの会（５／12（土） 13～15時） 

 

○参加者：友の会 9 名（池澤正秀さん、落合道夫さん、片岡章

さん、小島正彦さん、佐々木美雪さん、藤原功さん、

星隈豊さん、村松古明さん、渡部克哉さん）レンジ

ャー3名（掛下尚一郎､奴賀俊光、黒川麻紀野） 

 

○内容：桜林Ⅰ区北南、Ⅲ区に設置した5ｍ四方の調査区の実生

調査として種ごとの株数と高さを測定しました。ヤマグ

ワ、エノキ、ガマズミ、マユミなどが順調に生長してい

ます。 

 

【お知らせ】フォローアップの会 今後の予定 
★次回 7月7日（土） 13時～15時 

内容：ピクニック広場の草地管理作業  集合：研修室 

昨年度計画を立てた「ピクニック広場」草地管理計画に沿って、試行ゾーンにて選択的除草（主

にセイタカアワダチソウをはじめとした外来種の除去）をおこないます。 

持ち物：作業のしやすい服装、帽子、飲み物、滑り止めつき軍手 

※資料の準備の都合で、ご出席いただける方は、前日までに掛下（kakesita@wbsj.org）か 

黒川（kurokawa-a@wbsj.org）までご連絡ください。 

 

★9月以降の予定 

7月7日（土）    ピクニック広場の植生管理作業 

9月1日（土）    勉強会* 

11月10日（土） ピクニック広場の植生管理作業 

1月12日（土）   勉強会* 

3月2日（土）    年間のふりかえり 

  

 

 

【お知らせ】保全管理懇談会（前期） 

7月7日（土） 15時～17時 研修室にて （フォローアップの会終了後の開催になります） 

園内の環境管理について、横浜市の担当者と年に2回、情報共有・意見交換を行っています。今回は今

年度、横浜市とレンジャーの行う環境管理作業（草刈や伐採など）や補修工事の計画についてご説明し、

意見交換を行います。園内の環境管理に関心をお持ちの方なら、どなたでもお越しください。 

◎資料の準備の都合で、ご出席いただける方は、前日までに掛下（kakesita@wbsj.org）か黒川

（kurokawa-a@wbsj.org）にご連絡ください。 

※保全管理懇談会前に実施される業者による草刈りや伐採などの管理作業については、【友の会定例会メー

リングリスト】にてお知らせいたします。  

OKOHAMA ATURE ANCTUARY   

＊勉強会は講師の都合により日時を

変更することがあります。  
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【開催中】企画展示「ホントにいるの？森のけもの」展 

森の中でタヌキやノウサギ、イタチに遭遇したことはありますか？昼間によく活動す

る外来種タイワンリスはさておき、森で哺乳類と出会う機会はなかなかありません。

タヌキがいたなんて昔の話でしょ…と思う来園者もいるくらい。でもちゃんと、彼ら

は生きています。見る機会は少なくても、足跡や食べ残しからその気配を感じること

ができます。けものたちとの距離が少し近くなるような展示を開催しています。 

 
 
【報告】イベント「森のクイズラリー」今年も好評でした 

地図を手に、コース上に設置したクイズを解いて回るイベントで、家族連れを中心に参加がありました。

友の会からのべ2２名にご協力いただきました。湿地では恒例のオタマジャクシ観察。観察指導から「い

つカエルになるの？」「何色のカエルになるの？」といった質問まで対応していただきました。アキアカ

ネの丘では、模擬バードウォッチングをしながらクイズに挑戦。望遠鏡の使い方をサポートいただきまし

た。カービングの鳥が見えると大人も子どもも大はしゃぎでした。スタート＆ゴールではイベントの雰囲

気を盛り上げ、楽しいだけでなく、森のことが良くわかる丁寧な説明をしていただきました。全 7 日間

の参加者は 1000 人以上。サポーターのみなさんのおかげで、すべての方に満足度高く、クイズラリー

の時間を過ごしていただくことができました。ありがとうございました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

横浜自然観察の森 自然観察センター（月曜休館・祝日の場合はその翌日） 

〒247-0013 横浜市栄区上郷町1562-1 TEL:045-894-7474/FAX:045-894-8892 

E-mail:yokohama-nc@wbsj.org  http://www.wbsj.org/sanctuary/yokohama/ 

４／１～ カワセミファンクラブのみなさま 自然情報のご提供 

４／１～ 野草の調査と保護プロジェクトのみなさま 開花情報のご提供 

４／２８～３０、５／３～６  

イベント「森のクイズラリー」へのご協力  

 中里幹久さん、上原明子さん、武田正人さん 小泉恵敬さん、石川裕一さん、 

西山健太郎さん、矢島静さん、今村修さん、岩崎由春さん、小杉慶子さん 

 

４／８、５／１３ 鳥のくらし発見隊のみなさま 野鳥情報の提供 

４／２８、５／１６ 雑木林ファンクラブのみなさま ストーブ用の薪のご提供 

５／１６ 雑木林ファンクラブ 大越徹朗さん 展示用の台のご提供 

６／１～ 定点カメラで動物調査のみなさま 企画展示へ画像のご提供 

 

 

3月2日まで入力 

＊＊ ４／１～６／４ ＊＊ 

 

ｲﾗｽﾄ：大久保香苗 

7 
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行事スケジュール ６月～８月  
■：センター行事 
●：友の会行事 
★：共催行事 

●友の会 定例行事●
 

 

●季節の森を歩こう（園内の自然案内） 

～季節の変化や生き物のつながりを楽しみながら～ 

７／１（日）・８／５（日） 

１回目11：００～ ２回目13：００～ 

受付：３０分前から 自然観察センター前にて 

対象：どなたでも 

担当：森の案内人・ハンミョウの会 毎月第１日曜 

 

●自然と遊ぼう（園内の自然案内） 

～ゲーム感覚で、あそびながら自然とふれあい～ 

７／２８（土）・８／２５（土） 

１回目 13：００～  ２回目 14：００～ 

受付：３０分前から 自然観察センター前にて 

対象：子どもから大人までどなたでも 

担当：自然と遊ぼう        毎月第４土曜 

●森の絵本を楽しもう 

～簡単ミニ絵本づくりと読み聞かせ～ 

７／１８（水）・８／２２（水） 

10：３０～12：００ 絵本製作 

受付：ボランティアルーム  対象：どなたでも 

担当：森の絵本づくりの会     毎月第３水曜 

 

●みんなでバードウォッチング（野鳥観察） 

～のんびり楽しむバードウォッチング～ 

７／８（日）・８／１２（日） 

 9：００～13：００ 少雨決行 

受付：自然観察センター前にて  対象：どなたでも 

担当：鳥のくらし発見隊      毎月第２日曜 

 

●友の会 季節行事●
 

 

●畑と作物をつくろう 
～生き物にあふれた畑を目指して～ 

７／２１（土） ※８月はお休み 

１０：００～１２：００ 雨天中止 

受付：自然観察センター前にて 対象：どなたでも 

担当：畑プロジェクト   ８月を除く毎第３土曜日 

 

★森を守るボランティア体験 偶数月第3日曜 
～友の会の活動内容紹介とルールを～ 

８／１９（日）９：３０～１４：００ 雨天催行 

受付：直接、自然観察センターの研修室へ 

対象：どなたでも ※小学生以下は保護者同伴 

＊会員の方は、ぜひ一度は参加して下さい。 

 

 

●共催 定例行事●
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●定点カメラで動物調査 
７／１４（土）・８／１１（土） 

９：３０～１２：００ 

※雨天の場合、日程を変更する可能性あり。センタ

ーに確認のこと。 

対象： 友の会会員向け 

持ち物： 汚れても良い、白っぽい服、動きやすい

靴で。タオル、水筒持参 

集合： ゴロスケ館集合 

活動日： ５月～１１月の毎月第２土曜日 
■【いきものを知る守る～水辺のいきもの調

査隊～】 
 水の中に暮らすいきものを調べ、守るための方法

を考えます。 

開催日：７／２２（日）・７／２９（日） 

時間：１０時～１５時 ※各回同一内容 

   雨天時 それぞれ７／２８（土）・８／４（土）

へ延期 

対象：小学生とその保護者４０名（抽選） 

申込：下記項目を明記の上、メール、FAXでお申込

み 

①イベント名と日時 

②参加者全員の名前、 

③お子様の学年 

④代表者の連絡先電話番号 

⑤ＦＡＸの時はＦＡＸ番号 

⑥どこでこのイベントを知ったか  

締切：７／１３（金） 

担当：自然観察センター 

●駐車場の草刈り （園内作業用駐車場） 
 ６／３０（土）１０：００～１２：００ 

 （雨天中止） 

 集合：駐車場 

 対象：駐車場を利用するＰＪメンバー、会員有志 

 服装：帽子、長袖、長ズボン 

 持ち物：飲み物 

 担当：雑木林ファンクラブ  →１ページ参照 

 

●写真展「森の生きものたち」 
 ７／１５（日）～１１／９（金） 

 場所：ゴロスケ館 

 担当：定点カメラで動物調査 →１ページ参照 

●自然観察センター主催行事●
 

 


